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   With attention to the dynamic functional property of commercially produced brassieres, this study 
was conducted to clarify the relationship between clothing pressure and breast vibration. The clothing 
pressure was measured at rest and during exercise in 11 adult females aged 21 to 26 years. Movements of 
the breast were visualized by stripping of the brassiere cup without deflecting its functions. The clothing 
pressure on the breast at rest was obviously higher under the lower half of the brassiere cup than under 
the upper half of the brassiere cup because of the gravitational force. They were also influenced by 
respiratory movement of the chest. The analysis of the relationship between clothing pressure and breast 
vibration during exercise revealed that the clothing pressure of the lower half of the brassiere cup 
increased during downward movements of the breast and decreased during upward movements of the 
breast.
1.緒 言
 補整 用下着 の機能 に は、衣服圧 が大 きな影響 力
を持 ち、整容 性 や着心地 にか かわ ってい る。着心
地 の良い ブ ラジ ャー を設 計す るため には 、静的 ・
動 的な衣服圧 の生 じ方 を明 らかに してお く必要 が
ある。特 に 、運動 時の乳 房の動 きや衣服 圧の変動
は ブ ラ ジャー の運 動 機 能 性 に大 き く関係 す る。
カ ップ内の乳 房の メカニ ズムを解 明す ることで、
運動機 能性 に優れ たブ ラジ ャー設 計へ の アプ ロー
チがで きると考 えてい る。
 ブ ラジ ャーの衣服 圧 は、主 と して ワイヤ ー部 や
フ レー ム部 につ い て報 告1-2)さ れ てい るが 、これ
は乳 房 を支 えるため にこれ らの 部位 が重 要な役割
を担 って い るた め と考 え られ る。 しか し、ブ ラ








の乳房振動 と衣服圧変動 を時系列的に分析 した報
告 はみあたらない。
 筆者 らは、乳房とブラジャーとの関係 を運動 中
の振動 の面 か ら研究8～91してお り、乳房 は ブ ラ
ジャー着用時 もカップ内で振動することが判明 し
ている。このため、走行時は乳房の形状が一定で
な くなるとい う乳房特有 の動態 が認め られ る。
カップと乳房の関係が ・定の位置関係に保たれな
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full-cup brassiere (Point 1) 
Fig.2 Change in clothing pressure during voluntary 
respiration and halted breathing 
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Fig. 3 Displacement of sports brassiere and 
movement of the ankle joint 
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Table 1 Analysis of variance on clothing pressure 
factor S φ V F 
A 0.3835 1 0.383 8.506 
B 0.0180 0.018 0.398 
C 6.5602 4 1.640 36.381 
AXB 0.0066 1 0.006 0.145 
AXC 0.5329 4 0.133 2.955 
BXC 0.2604 4 0.065 1.444 
AXBXC 0.0136 4 0.003 0.075 
error 9.0158 200 0.045 
total 16.791 219 
A: brassiere type， B: cup translucency， C: point 
* significant at p<0.05， and at * * p<0.01 
P 
0.003 * * 
0.528 










Fig.4 Comparison of clothing pressure between two 
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Fig. 5 Clothing pressure and breast vibration at each measuring point は運動機能性に配慮したフィット性が




言。 2i10 o 
ー10 ー10
-20 
0.4 0.8 1.2 1.6 。 0.4 0.8 1.2 1.6 


















0.4 0.8 1.2 1.6 。 0.4 0.8 1.2 1.6 
clothing pressure(kPa) clothing pressurc(kPa) 
Fig.6 Relationship between clothing pressure and breast vibration 






















Vol. 50 呼吸と乳房振動に伴うブラジャーカップ内の衣服圧変動 65 
性を目的としたフルカップブラジャーと運動機能
性が求められるスポーツブラジャーを試料とし、
衣服圧と乳房振動との関係を求めた。運動機能性
の向上には、ある程度の乳房振動の抑制が必要で
あるが、それがすべて押えられると、逆に運動を
妨げることになる。無理なくブラジャーが運動に
適合するためには、着くずれがおきない範囲で、
乳房がカップ内で動くことが必要である。衣服圧
の変動を明らかにしたことで、下カップ部が乳房
の重みや乳房振動の衝撃を受けとめる部位である
ことが分かったが、この部位には乳房振動の力を
受け止めて緩和できる機能が必要となる。また、
上カソプ部は乳房特有の動態の変化に対応できる
ゆとりが必要である。乳房の動きを、カソプの領
域内でコントロールできると、静態・動態に適合
したフィット性が図れると考えられる。さらに乳
房とブラジャーのメカニズムを解明し、 3次元モ
デルを用いた設計システム山を活用した運動適合
性の良いブラジャー設計ができるように技術開発
を目指したいと考えている。
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